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岐阜県立森林文化アカデミーでは、
平成３１年度入学者を募集しています。

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業

▲森と木のエンジニア科　林木育種・育苗実習 ▲森と木のクリエーター科　樹木生態学実習

▲県内高校生体験授業 ▲森と木のエンジニア科　森の生態授業
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森林・林業関係イベントカレンダー（11月～12月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森林環境教
育、木造建築、木工の分野で活躍できる人材を育成し
ている専修学校です。入学を検討されている方を対象
に、オープンキャンパスを開催します。
●日程：11月10日（土）、11月11日（日）
●時間：10時から15時まで
●内容：学校紹介、教員との面談、入試過去問の配布等
●参加費：無料

自然体験・活動を通して、流域の環境について親子で
学ぶツアーを開催します。
『里山を満喫しよう！干し柿作りと美しい円原川の伏
流水見学』
●内容：地元の方と一緒に伝統的な干し柿作り体験、

自然の伏流水見学、連柿風景の見学
●対象年齢：小学1年生以上
●定員：20名
●料金：3,900円（大人・子ども同額）

●森と木のエンジニア科（一般入試１）12月15日（土）
●森と木のクリエーター科（入試２）12月16日（日）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ

（https://www.forest.ac.jp/）からダウンロード
できます。

平成３２年度「森林総合教育センター（仮称）」の開所に
向け、ドイツから専門家を招き、森林環境教育の指導者
等のスキルアップのための講演会を開催します。
●時間：10:00～16:00
●定員：１２０名
●内容：ドイツにおける森林教育に関する講演　２題
●参加費：無料
●申込方法：アカデミーＨＰをご覧下さい。

11月11日㈰

11月10日㈯～
11月11日㈰

11月19日㈪～
12月4日㈫

12月2日㈰

オープンキャンパス
in翔楓祭
（森林文化
アカデミー学園祭）

平成31年度
森林文化アカデミー
入学試験（第2回）
願書受付期間

森林環境教育
セミナー

平成30年度
森・里・川・海×
つながLINK
親子体験ツアー
（秋コース）
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人
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ズ 
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山県市　円原川・伏流水　他
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TEL 0570-666-501
WEB「清流の国　日本旅行」で検索

山
の
歳
時
記 

（159）

10111214 151618192020212121

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 2



　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民の皆さんが自ら実行する森づくりや川づくり、水環境や生物多様性など
の環境保全活動に対し、活動費を助成しています。
　このたび、平成３１年度事業について募集を行います。

平成31年度
清流の国ぎふ地域活動支援事業の提案募集

■募集事業の概要
申請書受付　平成30年 10月 15日～平成30年 12月７日（必着）
対象事業者　県内に活動拠点を置く団体や法人
対 象 事 業　県民参画を促進する森づくり・川づくり活動
　　　　　　水環境や生物多様性の保全を目指す活動
　　　　　　子どもたちのための森づくり・川づくり活動
補 助 率 等　補助対象経費50万円以下については10/10以内、
　　　　　　50万円を超える分は1/2以内
　　　　　　補助金上限125万円、下限10万円
応 募 方 法　応募書類を事業実施場所を所管する県農林事務所へ
　　　　　　郵送等により2部提出

■具体的な実施例（平成30年度）
●都市部でのプレーパーク体験・木育活動
●地域の里山林保全活動
●子どもたちに対する森・川・海での自然体験活動
●登山道及び周辺森林の整備と自然体験ウォーキン
グの開催など

■内容についての質問等
事業の内容など質問がある場合は、「清流の国ぎふ森林・環境税
活用サポート窓口」へお問い合わせください。

【清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口】
　窓口直通電話　０５８－２７２－８４７２
　Ｅ－ｍａｉｌ　c11513@pref.gifu.lg.jp

［森林・環境税ＨＰ］※応募書類はここからダウンロードできます。
http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-kankyo
/megumi/index_28339.html

ウッドワーク講座の実施

水生生物調査と水の循環講座

　近年、全国各地で豪雨による山地災害が頻発しています。本県においても、７月の豪雨などで山地災害が発生しました。このため、
災害に強い森林づくりを更に推進していく必要があり、効率的な森林整備に欠かすことのできない災害に強い路網づくりが重要と
なっています。
　県では、災害に強い作業道の整備を担う技術者を養成するため、平成２１年度から作業道等開設研修を開催しており、これま
での修了者数は１,３１１名です。今年度の研修は、９月１２日（水）に中濃総合庁舎において開催し、３９名が受講しました。
　研修では、航空レーザ測量を活用して整備したＣＳ立体図（数値標高モデルを用いた新たな立体図法）等を活用して、作業道
の開設に不向きな急峻地形や崩壊の危険性が高い０次谷等の地形を判読する方法や、作業道と森林の崩壊を防ぐための排水
適地の選定方法、排水工法等について学びました。
　県では、今後も研修会等を通じて、災害に強くかつ経済的な作業道の整備を進めていきます。

ＣＳ立体図研修の様子

【森林整備課　守谷 雄輔】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-272-8490 森林整備課まで

●作業道の開設計画
●作業道の作設技術
●作業道整備におけるリスク管理
●地形の読み方
●作業道の補助制度の概要

作業道等補助金の採択要件に、
この研修の修了者の配置を義務付けています。

研修カリュキュラム

修了者の活用

作業道等開設研修を開催しました第18回 
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森林環境税（仮称）及び 森林環境譲与税（仮称） と 森林経営管理法（新たな森林管理システム）

森林環境税（仮称）及び 森林環境譲与税（仮称）
◆創設の趣旨
〇わが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や、災害防止を図るため
〇森林整備等の地方財源を安定的に確保する観点から、
〇森林経営管理法を踏まえ、国民一人一人が等しく負担を分かち合って、皆で森林を支える仕組み
　として、新たな税が創設されることとなりました。

◆税の仕組み
　森林環境税は、国民から税をいただく森林環境税（仮称）と、これを森林の整備等に使う森林環境譲与税（仮称）
という２つの税から構成されます。
　森林環境税（仮称）は、個人住民税の均等割の納税者の皆様から、国税として１人年額１，０００円を上乗せして市
町村に徴収していただきます。税収については、市町村から国の交付税及び譲与税特別会計に入ります。税の規模は
６００億円となり、時期については平成36年（2024年）から課税することとされています。
　森林環境譲与税（仮称）は、国に一旦集められた税の全額を、間伐などを実施する市町村やそれを支援する都道
府県に客観的な基準で譲与（配分）します。森林環境譲与税（仮称）は、森林現場の課題に早期に対応する観点か
ら、「新たな森林管理システム」の施行と合わせ、課税に先行して、平成31年度から開始されます。
　譲与税を先行するにあたって、その原資は特別会計における借入により対応することとし、譲与額を徐々に増加す
るように設定しつつ、借入金は、後年度の森林環境税（仮称）の税収の一部をもって償還することとされています。譲
与額を段階的に増加させるのは、主体となる市町村の体制の整備等に一定の時間を要すると考えられることによる
もので、平成31年度は２００億円から開始することとされています。

◆森林環境譲与税（仮称）の使途
〇市町村は、間伐や路網といった森林整備に加え、森林整備を促進するための人材育成・担い手の確保、木材利用
の促進や普及啓発
〇県は、森林整備等を実施する市町村の支援等に充てなければならないとされています。

◆使途の公表
　森林環境税（仮称）は国民皆で森
林を支える仕組みであることから、
納税者へ説明責任を果たすことが求
められ、県や市町村は森林環境譲与
税（仮称）の使途を公表することとさ
れています。

森林経営管理法（新たな森林管理システム）
◆概要
　森林経営管理法（新たな森林管理システム）は、森林所有者に適切な経営管理を行わなければならない責務があ
ることを明確化した上で、適切な経営管理が行われていない森林を、市町村が仲介役となって、意欲と能力のある林
業経営者に集積・集約化するとともに、それができない森林の経営管理を市町村が行うことで、森林の経営管理を
確保し、林業の成長産業化と森林の適切な管理の両立を図るものです。
　そして、この仕組みの下で市町村が行う、公的な管理としての森林整備や、所有者の意向調査・境界画定、人材育成や
担い手の確保などの取組みに必要な財源として、森林環境譲与税（仮称）の一部が充てられることとなっています。

◆新たな森林管理システムの仕組み
〇森林所有者に適切な経営管理を行わなければならない責務があることを明確化し、
〇森林所有者自らが森林の経営管理を実行できない場合には、市町村が森林所有者の委託を受け、
〇市町村は、林業経営に適した森林を意欲と能力のある林業経営者に再委託し、
〇再委託できない森林や再委託に至るまでの間の森林は、市町村自らが経営管理を行うものです。
　あわせて、所有者が不明で手入れ不足となっている森林の場合にも、市町村が経営管理を確保するための特例を
措置しています。

◆新たな森林管理システムの導入に向けて
　まずは、市町村が中心となり、適切な経営管理が行われていない森林の探索や、森林所有者の皆様への森林管理
の意向確認からスタートします。こうした取組みを進めるため、林業関係者の皆様には当制度の趣旨や運用等につい
て理解を深めていただき、連携して進めていくことが重要となります。
　県においても、新たな森林管理システムの導入により集約化が着実に進むよう、市町村の支援に取り組むととも
に、森林整備等に必要な人材の育成・確保を進めてまいります。

3,000 /

1,000 /

1,000 /

6,200

( )

林野庁作成資料より

林野庁作成資料より8

新たな森林管理システムの概要

【林政課　川畑 佳代子】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで
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森林環境税（仮称）及び 森林環境譲与税（仮称）
◆創設の趣旨
〇わが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や、災害防止を図るため
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　森林環境譲与税（仮称）は、国に一旦集められた税の全額を、間伐などを実施する市町村やそれを支援する都道
府県に客観的な基準で譲与（配分）します。森林環境譲与税（仮称）は、森林現場の課題に早期に対応する観点か
ら、「新たな森林管理システム」の施行と合わせ、課税に先行して、平成31年度から開始されます。
　譲与税を先行するにあたって、その原資は特別会計における借入により対応することとし、譲与額を徐々に増加す
るように設定しつつ、借入金は、後年度の森林環境税（仮称）の税収の一部をもって償還することとされています。譲
与額を段階的に増加させるのは、主体となる市町村の体制の整備等に一定の時間を要すると考えられることによる
もので、平成31年度は２００億円から開始することとされています。

◆森林環境譲与税（仮称）の使途
〇市町村は、間伐や路網といった森林整備に加え、森林整備を促進するための人材育成・担い手の確保、木材利用
の促進や普及啓発
〇県は、森林整備等を実施する市町村の支援等に充てなければならないとされています。

◆使途の公表
　森林環境税（仮称）は国民皆で森
林を支える仕組みであることから、
納税者へ説明責任を果たすことが求
められ、県や市町村は森林環境譲与
税（仮称）の使途を公表することとさ
れています。

森林経営管理法（新たな森林管理システム）
◆概要
　森林経営管理法（新たな森林管理システム）は、森林所有者に適切な経営管理を行わなければならない責務があ
ることを明確化した上で、適切な経営管理が行われていない森林を、市町村が仲介役となって、意欲と能力のある林
業経営者に集積・集約化するとともに、それができない森林の経営管理を市町村が行うことで、森林の経営管理を
確保し、林業の成長産業化と森林の適切な管理の両立を図るものです。
　そして、この仕組みの下で市町村が行う、公的な管理としての森林整備や、所有者の意向調査・境界画定、人材育成や
担い手の確保などの取組みに必要な財源として、森林環境譲与税（仮称）の一部が充てられることとなっています。

◆新たな森林管理システムの仕組み
〇森林所有者に適切な経営管理を行わなければならない責務があることを明確化し、
〇森林所有者自らが森林の経営管理を実行できない場合には、市町村が森林所有者の委託を受け、
〇市町村は、林業経営に適した森林を意欲と能力のある林業経営者に再委託し、
〇再委託できない森林や再委託に至るまでの間の森林は、市町村自らが経営管理を行うものです。
　あわせて、所有者が不明で手入れ不足となっている森林の場合にも、市町村が経営管理を確保するための特例を
措置しています。

◆新たな森林管理システムの導入に向けて
　まずは、市町村が中心となり、適切な経営管理が行われていない森林の探索や、森林所有者の皆様への森林管理
の意向確認からスタートします。こうした取組みを進めるため、林業関係者の皆様には当制度の趣旨や運用等につい
て理解を深めていただき、連携して進めていくことが重要となります。
　県においても、新たな森林管理システムの導入により集約化が着実に進むよう、市町村の支援に取り組むととも
に、森林整備等に必要な人材の育成・確保を進めてまいります。

3,000 /

1,000 /

1,000 /

6,200

( )

林野庁作成資料より

林野庁作成資料より8

新たな森林管理システムの概要

【林政課　川畑 佳代子】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで
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【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司】

山を護る大切さの説明
（付知峡自然休養林）

岩を穿つ天然ヒノキ

式年遷宮斧入れ式の切り株（とぶさ立て）

明治座の舞台や緞帳の説明加子母大杉を背景に参加者一同

天然サワラの巨樹

　去る７月２５日に中津川市加子母地内で「第１回ふるさ
との巨樹・名木探訪観察会」を内木加子母森林組合長の
案内により開催しました。樹齢３００年を超える付知峡自
然休養林の天然ヒノキやサワラ、式年遷宮の斧入れ式で
伐採された切り株、樹齢１２００年以上の加子母大杉など
を見て、木の持つ偉大な力に加え、木にまつわる歴史や文
化について感じとり、明治座では、木の使い方や舞台の構
造の説明を受け、森林を守り育てるとともに、地域で育ま
れた文化を次世代へ伝えていく加子母地域への理解を深
めることが出来ました。
　当委員会では、今年度からこの取り組みを始め、内容の
充実を図るため、かつて県により調査・刊行された「ぎふ
の名山・名木」を基に、各地の巨樹や名木のデータを集
め、ホームページで紹介していきたいと思っていますの
で、皆様のご協力をお願いします。

　岐阜県には、森林や清流が育む自然や郷土の歴史文化に親しめる国・県指定の自然公園がありますが、本号では「東
海自然歩道」について紹介します。
　東海自然歩道は、東京の「明治の森高尾国定公園」から大阪の「明治の森箕面国定公園」に至る１１都府県にまたが
る総延長１，６９７ｋｍの長距離自然歩道の一つで、昭和４５年から４９年にかけて関係都府県等が国の計画に基づき
整備したものです。
　岐阜県内のコースは１４市町村の史跡・景勝地等を結ぶ約２９０ｋｍで、恵那市の奥矢作湖をふりだしに、日本大正
村、大名街道、中山道の宿場町、鬼岩公園、みたけの森を巡り、可児市南部から愛知県犬山市に入り、各務原市、岐阜市
のながら川ふれあいの森、谷汲山華厳寺、横蔵寺、鍋倉山、池田山麓、天下分け目の関ヶ原、養老の滝、養老山頂の県
登山道を経由して三重県につながっています。
　県では、安全にご利用いただくため、市町村
と連携したパトロールや草刈、清掃、歩道の危
険箇所や老朽化した標識の補修等を行うほ
か、ホームページでの見どころ紹介、岐阜県コー
スマップの配布を行っています。
　秋の深まる行楽シーズンも、県内外の多くの
皆様には各地をご探訪いただき、「清流の国ぎ
ふ」の自然景観や魅力を実感いただければと思
います。

【環境企画課　大島 愛彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272 １ー１１１（内線２６９８） 環境企画課自然公園係まで

ふるさとの巨樹・名木探訪観察会を開催しました第１回

東 海 自 然 歩 道 の 紹 介

自然歩道の補修作業の様子 岐阜県コースマップ
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式年遷宮斧入れ式の切り株（とぶさ立て）
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天然サワラの巨樹

　去る７月２５日に中津川市加子母地内で「第１回ふるさ
との巨樹・名木探訪観察会」を内木加子母森林組合長の
案内により開催しました。樹齢３００年を超える付知峡自
然休養林の天然ヒノキやサワラ、式年遷宮の斧入れ式で
伐採された切り株、樹齢１２００年以上の加子母大杉など
を見て、木の持つ偉大な力に加え、木にまつわる歴史や文
化について感じとり、明治座では、木の使い方や舞台の構
造の説明を受け、森林を守り育てるとともに、地域で育ま
れた文化を次世代へ伝えていく加子母地域への理解を深
めることが出来ました。
　当委員会では、今年度からこの取り組みを始め、内容の
充実を図るため、かつて県により調査・刊行された「ぎふ
の名山・名木」を基に、各地の巨樹や名木のデータを集
め、ホームページで紹介していきたいと思っていますの
で、皆様のご協力をお願いします。

　岐阜県には、森林や清流が育む自然や郷土の歴史文化に親しめる国・県指定の自然公園がありますが、本号では「東
海自然歩道」について紹介します。
　東海自然歩道は、東京の「明治の森高尾国定公園」から大阪の「明治の森箕面国定公園」に至る１１都府県にまたが
る総延長１，６９７ｋｍの長距離自然歩道の一つで、昭和４５年から４９年にかけて関係都府県等が国の計画に基づき
整備したものです。
　岐阜県内のコースは１４市町村の史跡・景勝地等を結ぶ約２９０ｋｍで、恵那市の奥矢作湖をふりだしに、日本大正
村、大名街道、中山道の宿場町、鬼岩公園、みたけの森を巡り、可児市南部から愛知県犬山市に入り、各務原市、岐阜市
のながら川ふれあいの森、谷汲山華厳寺、横蔵寺、鍋倉山、池田山麓、天下分け目の関ヶ原、養老の滝、養老山頂の県
登山道を経由して三重県につながっています。
　県では、安全にご利用いただくため、市町村
と連携したパトロールや草刈、清掃、歩道の危
険箇所や老朽化した標識の補修等を行うほ
か、ホームページでの見どころ紹介、岐阜県コー
スマップの配布を行っています。
　秋の深まる行楽シーズンも、県内外の多くの
皆様には各地をご探訪いただき、「清流の国ぎ
ふ」の自然景観や魅力を実感いただければと思
います。

【環境企画課　大島 愛彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272 １ー１１１（内線２６９８） 環境企画課自然公園係まで

ふるさとの巨樹・名木探訪観察会を開催しました第１回

東 海 自 然 歩 道 の 紹 介

自然歩道の補修作業の様子 岐阜県コースマップ
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、
広
葉
樹
な
ど
を
活
用
し
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
中
富
康
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　

　
地
方
自
治
体
が
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
隊
員

と
し
て
委
嘱
し
、
隊
員
が
地
域
で
生
活
し
、
農
林

業
の
応
援
な
ど
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、

地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
国
の
取
組
で
す
。

 

隊
員
に
至
っ
た
経
緯
は
？

　
中
富
さ
ん
は
、
広
島
市
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に

勤
め
て
い
た
頃
、
自
然
や
町
め
ぐ
り
が
好
き
で
旅

行
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、
自
然
・

も
の
・
人
を
巡
る
循
環
に
気
づ
き
、
い
ず
れ
は
そ

の
環
に
関
わ
る
よ
う
な
活
動
が
し
た
い
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
そ
う
な

飛
騨
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
知
り
、
飛

騨
市
の
募
集
に
応
募
す
る
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

 

隊
員
と
し
て
の
活
動
は
？

　
平
成
29
年
４
月
よ
り
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
き

た
中
の
主
な
２
つ
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、広
葉
樹
を
活
用
し
た
木
製
品
生
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
前
職
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
で

の
経
験
を
活
か
し
、
飛
騨
市
内
の
木
工
職
人
さ
ん

た
ち
が
連
携
し
、
新
た
な
木
製
品
を
生
産
す
る
企

画
の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
こ
ち
ら
の
取
組
が
現
在
で
は
主
な

の
で
す
が
、
飛
騨
市
の
広
葉
樹
等
を
活
用
し
た
香

り
の
ミ
ス
ト
等
（
以
下
、
ア
ロ
マ
と
し
ま
す
。）
を

つ
く
る
体
験
活
動
で
す
。

 

広
葉
樹
等
の
ア
ロ
マ
と
は
？

　
ア
ロ
マ
の
素
と
な
る
樹
木
等
の
香
り
は
、
高
温

の
水
蒸
気
を
木
片
等
に
あ
て
、
そ
れ
を
冷
や
し
蒸

留
す
る
こ
と
で
、
抽
出
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
ア
ロ
マ
に
使
用
す
る
木
片
に
は
、
飛
騨
市
内
の

森
で
採
取
し
た
ク
ロ
モ
ジ
を
主
原
料
と
す
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
が
、
広
葉
樹
だ
け
に
限
定
す
る

の
で
は
な
く
、
香
り
の
良
い
ヒ
ノ
キ
等
、
様
々
な

香
り
の
良
い
樹
木
を
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

ア
ロ
マ
づ
く
り
の
体
験
活
動

　
飛
騨
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し

て
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
気
候
性
地

形
療
法
を
基
本
と
し
た
運
動
療
法
）
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
と
し
て
、「
森
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
　
ヘ
ア

ミ
ス
ト
づ
く
り
」
と
題
し
た
体
験
講
座
を
実
施
し

た
り
、
市
内
の
カ
フ
ェ
に
て
「
植
物
蒸
留
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
飛
騨
市
内
の
森
の
樹
木
を
使

い
「
香
り
」
を
抽
出
す
る
過
程
を
地
域
の
方
々
に

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ア
ロ
マ

と
聞
く
と
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
参

加
者
の
３
割
程
度
は
男
性
だ
そ
う
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
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農
林
事
務
所
ま
で

飛騨市地域おこし協力隊　隊員

中富 康子さん

飛騨市地域おこし協力隊の取組

中富さん

抽出の準備をする中富さん

ワークショップでの中富さん
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　教
授
●
吉
野 

安
里

木
材
を
使
う
こ
と
が
、
温
暖
化
対
策
に
な
る
？

木
材
利
用
の
意
義…

環
境
問
題
の
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

技
術
で
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
少
な
く

す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
、
も
っ

と
木
を
植
え
た
ら
い
い
の
で
は
…
。
今
の
日

本
に
は
、
森
林
を
伐
採
し
な
け
れ
ば
植
え

る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
木
造
住
宅
に
注
目
で
す（
写

真

－

3
）。
在
来
工
法
の
木
造
住
宅
10
戸
分

に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
は
、
ス
ギ
50
年

生
人
工
林
１
ha
の
立
木
材
積
量（
約
３
１
５

㎥
）に
相
当
し
ま
す
。
さ
ら
に
住
宅
の
寿
命

を
約
30
年
と
す
れ
ば
、
そ
の
間
は
木
材
の

形
で
炭
素
を
保
持
し
続
け
ま
す
。「
植
え
る
」

「
育
て
る
」ま
で
は
社
会
の
関
心
も
高
い
の

で
す
が
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
木
材
を「
使

う
」こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
へ
の
貢
献
と
と

も
に
林
業
の
成
立
に
つ
な
が
り
ま
す
。
木

材
利
用
の
環
境
へ
の
貢
献
を
評
価
さ
れ
れ

ば
、
林
業
の
社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
向

上
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
形
成
層
の
外
側（
師
部
）に
分
裂

し
た
細
胞
は
、
生
命
を
閉
じ
樹
皮
と
な
り
、

乾
燥
か
ら
内
部
を
保
護
し
ま
す
。
こ
の
樹

皮
は
防
水
能
力
が
極
め
て
高
く
、
樹
皮
が

つ
い
た
ま
ま
の
丸
太
は
な
か
な
か
乾
き
ま

せ
ん
。

●
木
材
と
は
…
え
っ
死
骸
な
の
？

　
木も
く
ほ
ん本
類
で
は
、
幹
の
樹
皮
の
内
側
に
形

成
層
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
樹
幹
で
は
こ

の
細
胞
の
み
が
分
裂
し
、
肥
大
成
長
し
ま

す（
幹
が
太
り
ま
す
）。
形
成
層
の
内
側（
木も
く

部
）で
は
、
３
～
７
月
頃
ま
で
細
胞
が
分
裂

を
繰
り
返
し
ま
す
が
、
７
～
８
月
に
は
分

裂
を
停
止
し
、
強
度
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

な
構
造
へ
と
変
化
し
ま
す
。
こ
の
分
裂
し

た
細
胞
の
部
分
を
辺
材（
へ
ん
ざ
い
）と
い

い
、
丸
太
断
面
を
見
る
と
白
っ
ぽ
く
薄
い
色

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
間
も
な
く
、
細

胞
の
ほ
と
ん
ど
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
後
、
数
年
間
を
か
け
て
腐
り
に
く
い
物

質
な
ど
が
細
胞
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
丸
太
断
面
の
中
心
の
色
の
濃
い
部

分
で
、
心
材（
し
ん
ざ
い
）と
い
い
ま
す
。
心

材
に
蓄
積
さ
れ
た
物
質
は
、
樹
種
特
有
の

色
や
香
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

心
材
と
辺
材
の
部
分（
木
部
）を
木
材
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す（
写
真

－

1
）。

●
木
材
を
使
う
こ
と
が
、
温
暖
化
対
策

に
な
る
？

　

地
球
の
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
こ
と
が
人
類
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の
主
な
吸
収
源

は
森
林
で
す（
写
真

－

２
）。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

写真 -１　丸太の断面をみる

写真 -２　森林は二酸化炭素の吸収源

写真 -３　木造住宅も第二の森林?

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 8



 

今
後
に
つ
い
て
？

　
今
後
は
、
県
外
や
都
市
部
の
方
に
も
飛
騨
市
の

良
さ
や
広
葉
樹
等
を
活
用
し
た
ア
ロ
マ
づ
く
り
の

良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
原
料
採
取

か
ら
ア
ロ
マ
づ
く
り
ま
で
を
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー

な
ど
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
そ
う
で
す
。

 

お
話
を
伺
っ
て

　
都
市
部
か
ら
の
移
住
者
な
ら
で
は
の
視
点
を
持

ち
、
行
政
で
は
難
し
い
柔
軟
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
勢
が
、
輝
い
て
い
ま
し
た
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
３
年
で
す
が
、
末
永

く
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

【
飛
騨
農
林
事
務
所
　
瀧
澤 

嘉
男
】

地 域の人

　
今
回
は
、
広
葉
樹
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
飛
騨
市
に
お
い
て
、
飛
騨
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
広
葉
樹
な
ど
を
活
用
し
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
中
富
康
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　

　
地
方
自
治
体
が
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
隊
員

と
し
て
委
嘱
し
、
隊
員
が
地
域
で
生
活
し
、
農
林

業
の
応
援
な
ど
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、

地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
国
の
取
組
で
す
。

 
隊
員
に
至
っ
た
経
緯
は
？

　
中
富
さ
ん
は
、
広
島
市
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に

勤
め
て
い
た
頃
、
自
然
や
町
め
ぐ
り
が
好
き
で
旅

行
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、
自
然
・

も
の
・
人
を
巡
る
循
環
に
気
づ
き
、
い
ず
れ
は
そ

の
環
に
関
わ
る
よ
う
な
活
動
が
し
た
い
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
そ
う
な

飛
騨
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
知
り
、
飛

騨
市
の
募
集
に
応
募
す
る
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

 

隊
員
と
し
て
の
活
動
は
？

　
平
成
29
年
４
月
よ
り
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
き

た
中
の
主
な
２
つ
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、広
葉
樹
を
活
用
し
た
木
製
品
生
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
前
職
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
で

の
経
験
を
活
か
し
、
飛
騨
市
内
の
木
工
職
人
さ
ん

た
ち
が
連
携
し
、
新
た
な
木
製
品
を
生
産
す
る
企

画
の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
こ
ち
ら
の
取
組
が
現
在
で
は
主
な

の
で
す
が
、
飛
騨
市
の
広
葉
樹
等
を
活
用
し
た
香

り
の
ミ
ス
ト
等
（
以
下
、
ア
ロ
マ
と
し
ま
す
。）
を

つ
く
る
体
験
活
動
で
す
。

 

広
葉
樹
等
の
ア
ロ
マ
と
は
？

　
ア
ロ
マ
の
素
と
な
る
樹
木
等
の
香
り
は
、
高
温

の
水
蒸
気
を
木
片
等
に
あ
て
、
そ
れ
を
冷
や
し
蒸

留
す
る
こ
と
で
、
抽
出
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
ア
ロ
マ
に
使
用
す
る
木
片
に
は
、
飛
騨
市
内
の

森
で
採
取
し
た
ク
ロ
モ
ジ
を
主
原
料
と
す
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
が
、
広
葉
樹
だ
け
に
限
定
す
る

の
で
は
な
く
、
香
り
の
良
い
ヒ
ノ
キ
等
、
様
々
な

香
り
の
良
い
樹
木
を
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

ア
ロ
マ
づ
く
り
の
体
験
活
動

　
飛
騨
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し

て
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
気
候
性
地

形
療
法
を
基
本
と
し
た
運
動
療
法
）
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
と
し
て
、「
森
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
　
ヘ
ア

ミ
ス
ト
づ
く
り
」
と
題
し
た
体
験
講
座
を
実
施
し

た
り
、
市
内
の
カ
フ
ェ
に
て
「
植
物
蒸
留
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
飛
騨
市
内
の
森
の
樹
木
を
使

い
「
香
り
」
を
抽
出
す
る
過
程
を
地
域
の
方
々
に

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ア
ロ
マ

と
聞
く
と
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
参

加
者
の
３
割
程
度
は
男
性
だ
そ
う
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
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飛騨市地域おこし協力隊の取組

中富さん

抽出の準備をする中富さん

ワークショップでの中富さん
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５
ー
２
２
ー
２
１
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
川
町

　農
林
振
興
課
ま
で

23

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

揖
斐
川
町
の
森
林
づ
く
り

揖
斐
川
町
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

木
材
利
用
の
促
進

①
谷
汲
緑
地
公
園
整
備
事
業

　

本
町
内
に
あ
る
谷
汲
緑
地
公
園
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
谷
汲
緑
地
公
園
は
町
の
緑
化
拠
点
施

設
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に「
全
国
育
樹
祭
」や「
緑

と
水
の
ま
つ
り
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
行
事
の
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
、
多
く
の
方
が
木
や
緑
と
触
れ
合

う
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
県

産
材
を
使
用
し
て
育
樹
祭
で
の
皇
太
子
殿
下
の
御

席
や
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ハ
ウ
ス
、
ト
イ
レ
、
遊
具
の
設
置

を
し
ま
し
た
。

②
未
利
用
材
搬
出
促
進
事
業

　

町
内
に
森
林
を
所
有
す
る
個
人
の
方
が
間
伐
等

で
発
生
し
た
木
材
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
木
材

の
買
取
を
実
施
す
る
い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
に
対
し
、「
県
民
協
働
に
よ
る
未
利

用
材
の
搬
出
促
進
事
業
」を
活
用
し
間
接
補
助
を

森
林
の
適
切
な
管
理

　

本
町
に
は
、
利
用
可
能
な
林
産
資
源
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
資
源
の
有
効
活
用
と
し
て
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
源
涵
養
、
山
地
災
害
防
止
等
、
森
林
の
有
す
る

公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
各
機

能
に
応
じ
た
望
ま
し
い
森
林
へ
誘
導
す
る
、
森
林

整
備
を
実
施
す
る
た
め
に
、「
森
林
づ
く
り
推
進
会

議
」で
地
区
の
代
表
者
の
方
と
の
協
議
や
、
毎
月

１
度
の「
森
林
施
業
調
整
会
議
」で
林
業
事
業
者
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
町
内

に
は
活
断
層
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
及
び
今
年
の

豪
雨
、
台
風
の
際
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
の
で
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を
目
指
す
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
林
内
路
網
の
整
備
、

高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
に
よ
る
間
伐
等
の
実

施
、
低
コ
ス
ト
の
森
林
整
備
が
考
え
ら
れ
、
そ
の

推
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
の
森
林

　

本
町
は
、
岐
阜
県
の
西
部
に
位
置
し
、
木
曽
川

水
系
揖
斐
川
の
上
中
流
域
に
あ
り
、
東
は
大
野
町
・

本
巣
市
に
、
南
は
池
田
町
、
西
は
滋
賀
県
、
北
は

福
井
県
と
接
し
て
い
ま
す
。
町
の
中
心
に
揖
斐
川

が
流
れ
、
西
か
ら
粕
川
、
東
側
の
根
尾
川
に
合
流

し
て
濃
尾
平
野
を
経
て
太
平
洋
に
そ
そ
い
で
い
ま

す
。
本
町
の
総
面
積
は
、
８
０
，
３
６
８
ｈ
ａ
で

あ
り
、
森
林
面
積
は
７
３
，
４
４
３
ｈ
ａ
で
、
総

面
積
の
約
91
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
対
象
内
民

有
林
面
積
は
、
６
７
，
８
２
０
ｈ
ａ
で
そ
の
う
ち

人
工
林
面
積
は
２
０
，
５
９
１
ｈ
ａ
で
人
工
林
率

30
％
の
一
方
、
広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
天
然
林
面

積
は
、
４
４
，
８
３
３
ｈ
ａ
、
そ
の
他
の
未
立
木

地
等
は
２
，
３
９
６
ｈ
ａ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
買
取
価
格
等
に
つ
い
て

は
先
行
地
域
で
の
事
例
を
基
に
、
６
，
０
０
０
円

／
ｔ
に
て
買
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。
買
取
は
、
地

域
振
興
券
に
て
お
支
払
い
を
し
て
お
り
、
町
内
の

商
店
の
経
済
活
性
も
促
し
て
い
ま
す
。

③
揖
斐
川
町
上
流
に
実
の
な
る
木
を

　
植
え
よ
う
大
作
戦

　

本
町
で
は
、
揖
斐
川
町
上
流
に「
実
の
な
る
木

を
植
え
よ
う
大
作
戦
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
揖
斐
自
然
環

境
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
主
体
と
な
り
、
平
成
13
年
か
ら

国
内
最
大
級
の
徳
山
ダ
ム
堤
体
工
事
の
際
に
伐
採

さ
れ
た
跡
地
に
野
生
動
物
の
餌
と
な
る
実
の
な
る

木
を
植
栽
し
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る

野
生
動
物
を
本
来
の
生
息
地
に
呼
び
戻
す
こ
と
と

併
せ
て
、
水
源
地
域
の
保
全
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
活
動
に
は
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森

林
・
環
境
税
」の
補
助
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
平

成
29
年
度
は
、
多
く
の
地
域
住
民
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
コ
ナ
ラ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ト
チ
ノ

キ
な
ど
約
２
０
０
本
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

▲H29に撮影された森林施業の様子

▲木製遊具

▲参加者との集合写真

▲第 1回推進会議の様子
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

6
　平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した「清流の国ぎふ
森林・環境税」は、平成33年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直しを
しましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

【県産材流通課　時任 大樹】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-８４８６　県産材流通課 資源活用係まで

県民協働による未利用材の搬出促進事業
　森林内の未利用材の木質バイオマス資源としての有効活用と、環境にやさしい低炭素型社会の構築を目指して、
市町村、地域住民らが一体となって林地残材を搬出する取組みに対して支援を行っています。

　市町村、地域住民らが一体となって林地残材を搬出する取組みで、森林所有者らが搬出・運搬する未利用材の取引に要
する経費を助成。

間接補助事業者 ： 市町村
補 助 事 業 者 ： 地域で組織する協議会、ＮＰＯ法人、バイオマス加工事業者、森林組合等林業事業体など
補 助 金 の 額 ： 市町村が助成する額の１／２以内の額、上限１,５００円／トン

未利用材の搬出活動の様子
（上写真：下呂市、下写真：郡上市）

【平成30年度事業概要】

事業の仕組み【木の駅方式】

【平成30年度の支援団体一覧】

９市町２７団体
（計画搬出量：4,120トン）

木の駅上石津実行委員会
いび森林資源活用センター協同組合

「木の駅」ＩＮつぼがわ活動組織
「木の駅」ＩＮいたどりがわ活動組織
たかす木の駅会議
明宝里山研究会
東濃ひのき製品流通協同組合
笠周地域木の駅実行委員会
やまおか木の駅実行委員会
くしはら木の駅実行委員会
えなにし木の駅プロジェクト実行委員会
つけち木の駅プロジェクト実行委員会

大垣市
揖斐川町

関　市

郡上市

白川町

恵那市

中津川市

市町村 補助事業者
中原西森林造成組合
大洞森林造成組合
山之口森林造成組合
黒石・川上森林造成組合
菅田森林造成組合
金山・下原森林造成組合
輪川森林造成組合
尾崎森林造成組合
竹原西部森林造成組合
福来森林造成組合
東森林造成組合
NPO法人活エネルギーアカデミー
NPO法人山と森お援け隊
木質燃料（株）
笠原木材（株）

下呂市

高山市

市町村 補助事業者

森林所有者等

○○木の駅実行委員会

未利用材買取事業者
・バイオマス事業者
・チップ工場　等　

実行団体事務局

材

材

お買いもの

《県》 《市町村》

補助金 補助金

県民協働による未利用材
の搬出促進事業

未利用材の搬出・運搬する経費
（上限１,５００円／トン）

県補助金
（市町村補助額

の１/２以内）

市 町 村
補 助 金

購
入
代
金

地
域
通
貨
券

地域通貨券

現　金

商　品

地域通貨券

地域の
商店
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長
野

　満
（
55
）

藤
原

　裕
規

岐
阜
県
本
巣
市

平
成
28
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

47

森の
名手・名人
シリーズ

佐
賀
県
立
伊
万
里
農
林
高
等
学
校
２
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
36
年
５
月
16
日
生
ま
れ

●
職
業
：
林
業（
作
業
道
開
設
等
）

長
野

　満
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

な
が

　の

　
　

  

み
つ
る

　
昭
和
58
年
に
有
限
会
社
根
尾
開
発
へ
入
社
以
来
、森

林
土
木
工
事
、と
り
わ
け
作
業
道
開
設
に
取
り
組
み
、独

自
の
道
づ
く
り
技
術
を
駆
使
し
て
、現
地
踏
査
か
ら
設

計・施
工
管
理
、森
林
経
営
ま
で
を
見
通
し
た
作
業
道
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
1
1
0
路
線
以
上

開
設
し
、同
社
の
森
林
土
木
部
長
と
し
て
作
業
道
開
設

事
業
を
牽
引
し
て
い
る
。

　
ま
た
、県
の「
緑
の
雇
用（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー・リ
ー

ダ
ー
研
修
）」な
ど
の
講
師
を
務
め
、道
づ
く
り
に
携
わ
る

若
手
技
術
者
の
指
導・育
成
と
と
も
に
、技
術
の
承
継
に

も
努
め
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

１
．
仕
事一つ一つ
の
大
切
さ

　

30
年
く
ら
い
根
尾
開
発
の
森
林
土
木
科
の
部
署
で
働

い
て
い
ま
す
。
根
尾
開
発
に
は
、森
林
土
木
以
外
に
も
、

森
林
整
備
、
素
材
生
産
、
造
園
、一般
土
木
な
ど
多
く

の
部
署
が
あ
り
ま
す
。
根
尾
開
発
に
入
ろ
う
と
思
っ
た

の
は
、
従
兄
弟
が
会
社
を
や
っ
て
る
も
ん
で
、
人
が
足

ら
ん
も
ん
で
来
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
入
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

　

僕
は
今
、
山
に
道
を
作
る
と
い
う
仕
事
で
、
設
計
か

ら
施
工
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
段
取
り
を
担
当
し
て

い
て
、
現
場
は
下
請
け
さ
ん
に
し
て
も
ら
う
も
ん
で
ぇ
、

役
所
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
許
可
申
請
を
し
た

り
、
業
者
さ
ん
を
発
注
し
た
り
、
施
工
中
の
管
理
で
こ

れ
は
い
い
よ
、
あ
れ
は
だ
め
よ
、
と
か
を
言
っ
た
り
、
で

き
上
が
っ
て
か
ら
書
類
の
提
出
と
か
許
可
申
請
な
ど
も

し
て
い
ま
す
。

の
中
の一環
で
こ
こ
に
道
を
つ
け
よ
う
か
、
ど
う
や
って
木

材
を
出
そ
う
か
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
いっ
た
り
、
他
に

は
、森
林
組
合
か
ら
は
、頼
ま
れ
て
道
を
作
って
い
ま
す
。

　

道
具
は
主
に
、
重
機
や
バッ
ク
ホ
ー
な
ど
や
丸
太
を

積
ん
だ
り
す
る
道
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
山

の
場
所
に
よ
っ
て
使
う
道
具
は
異
な
り
ま
す
。
主
に
、

仕
事
を
し
て
い
る
地
域
は
根
尾
地
域
、
西
濃
地
域
で

す
。３

．
今
ま
で
に
手
掛
け
て
き
た
作
業
道

　

今
ま
で
に
手
掛
け
た
作
業
道
は
、
約
75
キ
ロ
く
ら
い

で
、
１
年
間
に
多
い
と
き
は
、
10
キ
ロ
～
20
キ
ロ
く
ら
い

で
、
少
な
い
と
き
は
、
３
キ
ロ
～
５
キ
ロ
く
ら
い
で
、
１

キ
ロ
作
る
の
に
最
後
ま
で
す
る
と
、
半
年
か
か
る
で
ぇ
ー
。

作
業
道
を
作
る
場
所
は
い
つ
も
違
っ
て
、
10
か
所
く
ら

い
あ
り
ま
す
。
同
じ
場
所
で
作
業
道
作
り
が
あ
る
と
き

も
、
そ
れ
よ
り
先
と
か
枝
線
を
出
す
と
か
で
、
現
場
は
、

一つ一つ
違
う
も
ん
で
ぇ
ー
、
作
業
道
を
作
る
前
は
、
自

分
で
山
を
歩
い
て
道
を
決
め
て
行
く
ん
で
ぇ
ー
。
山
も
、

自
分
で
歩
か
な
い
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
っ
て
、

山
に
よ
って
色
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
丸
太
組
工
法
と
いって
、
道
路
を
作
って
い

て
も
雨
、
雪
で
路
肩
が
傷
み
や
す
い
の
で
、
路
肩
の
壊

れ
と
か
、
崩
壊
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
に
使
う
方
法

で
す
。
何
年
か
す
る
と
丸
太
も
腐
っ
て
し
ま
う
も
ん
で

10
年
20
年
あ
た
り
で
元
の
山
に
戻
る
の
が
目
的
で
し
て

い
る
方
法
で
す
。

　

他
に
も
、
洗
い
越
し
工
と
いっ
て
、
金
網
の
中
に
石

を
詰
め
て
、
水
の
流
れ
を
緩
く
し
た
り
、
水
が
流
れ
て

も
そ
の
上
を
流
れ
て
き
ま
す
よ
っ
て
い
う
や
り
方
で
す
。

谷
を
横
断
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
工
法
で
、
林
道
作
る

な
ら
、
他
の
方
法
あ
る
ん
や
け
ど
、
作
業
道
な
ら
、
こっ

ち
の
方
法
が
良
い
で
す
ね
。
た
ま
に
、
ご
み
と
か
も
流

金
に
も
高
い
安
い
の
違
い
が
あ
る
か
ら
、
後
か
ら
困
っ
た

り
と
か
、
お
金
も
自
分
で
払
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
、
あ

る
程
度
、
会
社
に
も
利
益
が
な
い
と
会
社
も
や
っ
て
い

け
な
い
の
で
、お
金
を
も
ら
う
方
は
た
く
さ
ん
欲
し
い
し
、

逆
に
、
払
う
方
は
少
な
く
し
た
い
か
ら
、
そ
の
辺
の
加

減
が
難
し
い
し
、
そ
う
い
う
人
間
と
の
や
り
取
り
す
る
の

も
楽
し
い
で
す
ね
。

２
．
山
に
、
道
を
作
る

　

仕
事
の
中
で
、一番
し
て
い
る
仕
事
は
、
山
に
道
を
作

る（
作
業
道
）と
い
う
こ
と
で
す
。
山
に
道
を
作
る
と
は
、

全
く
人
が
歩
く
道
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
車
と
か
重
機

を
入
れ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

木
材
を
出
し
た
り
、
森
林
の
管
理
、
作
業
員
さ
ん
が
歩

い
て
行
か
な
い
よ
う
に
山
に
道
を
作
って
い
ま
す
。
根
尾

開
発
は
、
森
林
経
営
計
画
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ

　

大
き
い
現
場
に
な
る
と
書
類
も
多
く
な
る
の
で
、
そ

の
辺
が
面
倒
く
さ
い
で
す
ね
。
書
類
に
か
か
る
時
間
は
、

は
て
し
な
く
と
い
う
か
、
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
て
る
も
ん

で
、
役
所
と
か
県
が
要
求
し
て
い
る
の
を
、
時
間
で
言

う
と
、一つ
の
現
場
で
、
お
よ
そ
１
週
間
～
10
日
く
ら
い

は
か
か
り
ま
す
ね
。
仕
事
を
始
め
る
ま
で
に
も
１
週
間

か
ら
10
日
か
か
っ
て
、
終
わ
っ
て
か
ら
も
そ
れ
く
ら
い
の

時
間
が
か
かって
、
始
め
る
前
の
ほ
う
が
、
１
週
間
で
は

す
ま
ね
ぇ
ー
か
ら
な
ぁ
。
長
かっ
た
ら
１
か
月
く
ら
い
か
か

る
と
思
う
で
ぇ
。

　

ど
ん
な
仕
事
で
も
言
え
る
ん
や
け
ど
、
軌
道
に
乗
せ

る
ま
で
が
大
変
な
も
ん
で
、
軌
道
に
乗
っ
ち
ま
っ
た
ら
い

い
ん
や
け
ど
、
始
め
る
ま
で
の
段
取
り
が
色
々
あ
る
も

ん
で
、
た
だ
、
道
を
つ
け
る
っ
て
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

ら
、
地
域
住
民
へ
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、一番
問
題

に
な
る
の
が
、
お
金
や
ね
。
お
金
を
払
わ
な
き
ゃ
や
って

い
け
な
い
し
、
た
だ
、
払
う
だ
け
じ
ゃ
だ
め
な
ん
で
、
お

林
業（
作
業
道
開
設
等
）

人
生
か
け
て
の
道
づ
く
り

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 12



長
野

　満
（
55
）

藤
原

　裕
規

岐
阜
県
本
巣
市

平
成
28
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

47

森の
名手・名人
シリーズ

佐
賀
県
立
伊
万
里
農
林
高
等
学
校
２
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
36
年
５
月
16
日
生
ま
れ

●
職
業
：
林
業（
作
業
道
開
設
等
）

長
野

　満
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

な
が

　の

　
　

  

み
つ
る

　
昭
和
58
年
に
有
限
会
社
根
尾
開
発
へ
入
社
以
来
、森

林
土
木
工
事
、と
り
わ
け
作
業
道
開
設
に
取
り
組
み
、独

自
の
道
づ
く
り
技
術
を
駆
使
し
て
、現
地
踏
査
か
ら
設

計・施
工
管
理
、森
林
経
営
ま
で
を
見
通
し
た
作
業
道
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
1
1
0
路
線
以
上

開
設
し
、同
社
の
森
林
土
木
部
長
と
し
て
作
業
道
開
設

事
業
を
牽
引
し
て
い
る
。

　
ま
た
、県
の「
緑
の
雇
用（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー・リ
ー

ダ
ー
研
修
）」な
ど
の
講
師
を
務
め
、道
づ
く
り
に
携
わ
る

若
手
技
術
者
の
指
導・育
成
と
と
も
に
、技
術
の
承
継
に

も
努
め
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

れ
て
く
る
も
ん
で
、
こ
れ
な
ら
、
す
っー
と
流
れ
て
、
支

障
が
な
い
も
ん
で
、
自
分
ら
は
、こ
の
工
法
が
多
い
な
ぁ
。

水
量
が
少
な
い
場
所
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
や
ら
ず
に

カ
ゴ
だ
け
を
使
って
や
り
ま
す
。
他
に
も
洗
い
越
し
工
に

似
て
い
て
、
カ
ゴ
枠
工
と
いっ
た
方
法
も
あ
り
ま
す
。

４
．一つ一つ
の
工
夫

　

今
し
て
い
る
路
網
作
設
と
は
、一つ
の
山
が
あ
っ
て
木

を
収
穫
す
る
に
は
、
ど
う
や
っ
て
道
を
つ
け
た
ら一番
効

　
い
つ
も
苦
労
し
て
い
る
問
題
は
、
主
に
役
所
か
ら
、

色
々
な
書
類
を
出
せ
って
言
わ
れ
た
り
、
許
可
申
請
と

か
そ
う
い
う
の
を
出
し
た
り
す
る
の
が
苦
労
し
て
い
る
と

こ
か
な
。

７
．
作
業
道
作
り
の
中
の
や
り
が
い

　

今
の
仕
事
の
中
で
の
や
り
が
い
は
、
創
意
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
自
分
の
思
っ
た
よ
う
な
、
自
分
の
個
性
が

道
に
活
か
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
図
面
に
基
づ
い
て
作

り
な
さ
いっ
ち
ゅ
う
や
つ
や
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
良
い
な
と
思
って
や
って
ま
す
。

　

今
の
仕
事
が一番
良
い
と
思
っ
て
る
ん
で
、
自
分
の
自

由
に
し
て
い
い
し
、
思
っ
た
よ
う
に
で
き
る
も
ん
で
、
今

の
仕
事
が一番
い
い
か
な
。

　

道
作
り
で
は
、
急
な
斜
面
や
地
面
が
緩
い
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
ど
う
や
っ
て
車
を
通
ら
せ
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
と
て
も
難
し
い
で
す
。
田
ん
ぼ
み
た
い
な
と
こ
ろ
の

道
で
は
、
丸
太
を
入
れ
た
り
、
砂
利
を
入
れ
た
り
し
て
、

地
面
を
固
定
し
た
り
し
ま
す
。
普
通
な
道
で
は
、
バッ

ク
ホ
ー
で
山
を
削
って
や
れ
ば
道
に
は
な
り
ま
す
。

　

道
作
り
を
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

森
林
所
有
者
の
思
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
所
有
者
に

も
会
社
に
も
利
益
に
な
る
こ
と
、
利
益
が
な
い
と
仕
事

も
な
い
し
進
ん
で
い
か
な
い
か
ら
利
益
を
出
す
こ
と
は
必

要
で
す
。
現
場
ご
と
に
創
意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
。

　

こ
の
三
つ
を
主
に
、
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が

理
想
と
し
て
い
る
道
は
、
壊
れ
な
く
て
、
作
業
が
し
や

す
く
、
木
材
を
出
す
と
き
搬
出
し
や
す
い
、
み
ん
な
が

使
い
勝
手
の
良
い
道
が
で
き
る
と
、
で
き
た
と
き
に
い
い

な
と
思
う
な
。

６
．
今
ま
で
の
経
験

　

こ
れ
ま
で
、
作
業
道
作
り
を
し
て
き
て
、
ク
マ
が
横

を
通
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
動
物
に
出
会
う
の
は
日
常
茶
飯

事
な
も
ん
で
、
そ
う
い
う
こ
と
に
も
気
を
や
ら
な
い
と
、

自
分
の
命
に
も
か
か
わ
る
も
ん
で
、
気
を
付
け
て
作

業
道
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
地
域
の
人
か
ら

は
、
道
が
汚
く
な
る
と
か
、
や
か
ま
し
い
と
か
、
朝
早
い
、

夜
遅
い
と
か
そ
う
い
う
苦
情
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
も
ん

で
ぇ
、
気
を
付
け
て
や
っ
て
る
ん
や
け
ど
、
凡
ミ
ス
と
か

が
あ
る
も
ん
で
、
そ
う
い
う
の
が
困
り
ま
す
。

　

作
業
自
体
は
、
困
る
こ
と
は
な
い
ん
や
け
ど
自
然
相

手
や
も
ん
で
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
辺
が

困
り
ま
す
。
作
業
道
作
り
で
は
、
な
ん
だ
か
ん
だ
問
題

が
出
て
く
る
も
ん
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
現
場
は
10
の
う
ち
１
く
ら
い
し
か
な
い
も
ん
で
、
そ

う
い
う
の
が
苦
労
し
て
い
ま
す
。

率
が
良
い
と
か
、
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
ど
の
辺
に
道

が
あ
っ
た
ほ
う
が
伐
採
し
や
す
い
と
か
現
場
に
合
っ
た
工

法
を
取
り
入
れ
、
創
意
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、
作
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

５
．
作
業
道
作
り
の
三
つ
の
流
儀

　

作
業
道
作
り
は
、
山
な
ど
に
よ
って
良
い
と
こ
や
悪
い

と
こ
な
ど
色
々
あ
る
も
ん
で
、
そ
れ
に
よ
って
や
り
方
や

施
工
の
方
法
を
変
え
て
上
手
く
道
を
作
る
こ
と
で
す
。

洗い越し工

丸太組工法

カゴ枠工 カゴ枠工
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ パクッと口でくわえる、トンボのヤゴ － 【第328回】

　トンボの幼虫はヤゴと呼ばれ、水中で暮らしている。これは
ほとんどの人が知っているであろう。しかし、ヤゴは何を食べて
いるのか。と聞けば多くの人は知らないのではないか。先般、
中年のおばさん、いや高貴なご婦人数名に、このことを聞いて
みた。誰も知らなかったのである。ヤゴのことがこんなに知られ
ていない。驚きと言うより、これが現実かと思った。私はボウフ
ラやミジンコ、赤虫などを食べていると説明した。するとある人
から「そんな小さなものをヤゴはどのようにして捕らえるの」と
逆に質問された。私は困った。私自身、見たことがなかったから
である。「パクッと口でくわえるの」と適当に答えてしまった。こ
の会話はこれで終わったが、ヤゴがどのように餌を捕るのか。
自分の目で見て確かめたくなった。しかし、ヤゴの飼育は面倒
くさい。わざわざ飼育する気は起きなかった。ところが、神様が
それを許してくれなかった。数日後、孫のY君が「お爺ちゃん、
これどうやって育てるの」とヤゴを持ってきたからである。可愛
い孫のY君の頼みだ。断るわけにはいかない。「わかった。お爺ちゃ
んと一緒に育てよう」と答えてしまった。

×　　×　　×　　×
　Y君の通っている小学校では、毎年この時期になるとプール
掃除をする。その時、ここにいるヤゴを獲り、欲しい生徒に渡
しているという。Y君は2匹もらえたと喜んでいた。ヤゴはコノ
シメトンボであった。このヤゴは水槽（中型の虫籠）に水を入れ、
ここに放した。まず、餌だ。庭で蚊の幼虫であるボウフラを探した。
しかし、ボウフラは見つからない。水の貯まっている容器などが
ないのである。そこで小さな容器に水を入れて庭の各所に置き、
ここに卵を産ませることにした。しかし、ボウフラが獲れるには
1週間以上かかる。その間の餌が必要だ。とりあえず観賞魚の
餌である冷凍の赤虫を与えた。ひょっとしたら食べるのではと
思ったからである。しかし、見向きもしなかった。生きていなけ
れば食べないのである。このままでは餓死してしまう。何かな
いか。いろいろ考えた。メダカの子供はどうかと思った。我が家
で飼っているメダカがちょうど産卵期で、孵化後の小さなメダカ
がたくさんいたからである。これを20匹くらい与えた。しかし、
メダカの動きは素早い。捕らえることはできないだろうと思った。
ところが、翌日そのメダカは2匹のヤゴにすべて食べられていた
のである。餌はメダカにしようと思った。しかし、何年も育てて
いるメダカの子供を餌にするのは気がすすまなかった。と言うよ
り可哀想だった。

×　　×　　×　　×
　そこで、近くの小川へメダカを捕りに出かけた。苦労して20

数匹捕った。これを水槽に入れた。その日の夜、Y君が「メダ
カが3匹食べられているよ」と言ってきた。死骸が浮いていたの
である。小さなメダカばかりであった。しかし、その後2日経っ
ても死骸はなかった。このヤゴの大きさでは小さなメダカしか
食べられないと思った。再びメダカを採りに出かけた。その時、
大きなヤゴが捕れた。ハグロトンボだった。これも一緒に飼うこ
とにした。ところが翌日Y君が「ヤゴが１匹死んでいる」と知ら
せに来た。大きなハグロトンボのヤゴに食べられたのである。
弱者は強者の餌食になる。厳しい自然界の一端が、この水槽内
でも見ることが出来た。そこで弱いヤゴの隠れ場所としてホテ
イアオイを水槽に入れた。その後、このヤゴはここに身を隠し、
餌を捕るときだけ離れることが多かった。大きなハグロトンボの
ヤゴはメダカを一瞬のうちに口で捕らえ、肉を食べた。これをY
君は真剣な眼差しで見ていた。しかし、小さなコノシメトンボの
ヤゴはメダカを食べなかった。こ
の大きさでも口に合わなかった
のである。幸い、この頃から庭
に置いた容器にボウフラが見られ
るようになったので、これを与え
た。ヤゴは空腹だったのか、ボウ
フラを口でパクッとくわえ食べ出
したのである。あの答えは間違っ
ていなかった。あの綺麗なご婦
人たちの顔が目に浮かんできた。

×　　×　　×　　×
　ある朝、「小さなヤゴがいなくなった」とY君が騒ぎだした。
探したらホテイアオイに脱け殻が残っていた。成虫になって飛び
出したのである。部屋を探したら窓のカーテンに止まっていた。
Y君は「親になるのを見たかったなあ－」と残念そうであった。
数日後、ハグロトンボの様子が変わってきた。ホテイアオイにつ
かまり、水に揺られているだけなのである。ひょっとしたら明日
成虫になるかもしれないと思った。正解だった。Y君が「親になっ
たよ」笑顔で知らせにきた。ホテイアオイにヤゴがつかまり、
それに成虫がぶら下がっていた。Y君はこれを皆に見せると言っ
て学校へ持って行った。どうも皆に自慢したいようであった。学
校から帰ったY君は「お爺ちゃん、皆が驚いていたよ」と大喜
びであった。この言葉に私も嬉しかった。しかし、トンボの飼育
は手間がかかるので、もうする気にはならなかった。そして、
さらにY君「今度は大きなオニヤンマを飼いたいので、このヤ
ゴを捕ってきて」。

▲コノシメトンボのヤゴ

関市立南ケ丘保育園
関市倉知2916－21

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

69

施設の経緯

　南ケ丘保育園は、昭和５１年に鉄骨で建設された保育園です。

　平成２８年度に森林・環境税事業「木の香る快適な教育施設

等整備事業」を活用し、園舎の耐震補強工事をした際に内装木

質化をしました。各部屋の床、腰壁、天井に岐阜県産材をふんだ

んに使うことで、木の香りとぬくもりあふれる保育園に生まれ変

わりました。

施設のポイント
　乳児室の床の一部を、床暖房対応とし、杉圧密フローリング

材をもちいています。

　平成２９年１２月２８日に「ぎふの木づかい施設」に認定され

ました。

利用者の様子
　園内が明るくなり、子どもたちはのびのびと過ごしています。

施設概要

事業主体 関市

事業年度 平成28年度

構造・
延床面積

鉄骨造１階建
５８２．３１㎡

施設用途 保育園

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　２２．６９㎥
使用樹種　スギ、ヒノキ

関市建設部都市計画課

１３９，６５４千円（建築）

３，４３０千円（木の香る快適な教育施設等整備事業）

事 業 費

助 成 額

設 計 者

青協建設株式会社施工業者

平成２８年６月～平成２８年１２月工　　期

■お問い合わせ先
　関市健康福祉部子ども家庭課
　ＴＥＬ 0575－23－7733

明るく開放的な
遊戯室

木の香る部屋で
愉快に過ごす子どもたち

施設全景

園舎内部
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関市立南ケ丘保育園
関市倉知2916－21

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

69

施設の経緯

　南ケ丘保育園は、昭和５１年に鉄骨で建設された保育園です。

　平成２８年度に森林・環境税事業「木の香る快適な教育施設

等整備事業」を活用し、園舎の耐震補強工事をした際に内装木
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材をもちいています。

　平成２９年１２月２８日に「ぎふの木づかい施設」に認定され

ました。

利用者の様子
　園内が明るくなり、子どもたちはのびのびと過ごしています。

施設概要
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構造・
延床面積

鉄骨造１階建
５８２．３１㎡

施設用途 保育園

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　２２．６９㎥
使用樹種　スギ、ヒノキ

関市建設部都市計画課

１３９，６５４千円（建築）

３，４３０千円（木の香る快適な教育施設等整備事業）

事 業 費

助 成 額

設 計 者

青協建設株式会社施工業者

平成２８年６月～平成２８年１２月工　　期

■お問い合わせ先
　関市健康福祉部子ども家庭課
　ＴＥＬ 0575－23－7733

明るく開放的な
遊戯室

木の香る部屋で
愉快に過ごす子どもたち

施設全景

園舎内部
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普及コーナー

下呂地域における普及活動

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
６
ー
５
２
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

■下呂農林事務所　二階 勇二

　

下
呂
農
林
事
務
所
管
内
は
、
岐
阜
県
の
中

東
部
に
位
置
し
、
下
呂
市
１
市
か
ら
な
る
地

域
で
す
。
地
域
の
森
林
面
積
は
、
約
78
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち
約
７
割
に
あ

た
る
約
55
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
民
有
林
で
す
。

ま
た
、
民
有
林
の
人
工
林
率
は
県
平
均
を
大

き
く
上
回
る
62
％
で
そ
の
約
７
割
が
ヒ
ノ

キ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し
て
、
管

内
に
は
２
つ
の
森
林
組
合
と
11
の
林
業
事

業
体
が
あ
り
、
68
名
の
森
林
技
術
者
が
従
事

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、新
規
就
業
者
よ
り
、

定
年
等
に
よ
る
退
職
者
が
多
く
微
減
傾
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
に
は
、
林
業
事
業
体
以
外
に
も
、

各
地
区
に
森
林
造
成
組
合（
森
林
所
有
者
で

組
織
す
る
組
合
）が
あ
り
、
そ
の
中
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
自
伐
林
家
が
自
己
所

有
林
や
地
域
の
森
林
を
自
ら
施
業
す
る
な

ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
当
管
内
に
お
け
る
林
業
普
及
活

動
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
課
題

～
木
材
の
効
率
的
・
安
定
的
な
供
給
体
制
の

　
確
立
に
向
け
て
～

取
組
１　
主
伐
・
再
造
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

当
管
内
の
森
林
は
、
県
全
体
よ
り
も
林
齢

構
成
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
工
林
の
齢
級
構
成
の

平
準
化
と
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
う
え
で
主
伐
・

再
造
林
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

を
検
討
し
な
が
ら
、
森
林
所
有
者
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
積
極
的
に
主
伐
・
再
造
林

に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
組
２　
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
視
察
研
修

　

主
伐
後
の
低
コ
ス
ト
造
林
の
た
め
に
は
、

コ
ン
テ
ナ
苗
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
２
ヶ
所
の
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
地

を
視
察
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
中
津
川
市
の
中

津
樹
苗
で
は
、
県
内
で
も
い
ち
早
く
、
ヒ
ノ

キ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
の
基
礎
知
識
や

特
徴
、
苗
生
産
の
工
夫
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
管
内
の
下
呂
林
木
育
種
場（
下
呂
市
乗

政
）に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
に
整
備
さ
れ

た
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施
設「
住
友
林
業（
株
）

岐
阜
樹
木
育
苗
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
年
間

20
万
本
の
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
32
年
度
に
は
年
間
40
万
本
の
コ

　

県
で
は
、
平
成
29
年
度
に
県
下
の
農
林
事

務
所
毎
に
主
伐
・
再
造
林
の
モ
デ
ル
地
区
を

設
定
し
、
主
伐
・
再
造
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
で
は
、
下
呂
市
・
南
ひ
だ
森
林
組
合

と
協
力
し
、
下
呂
市
萩
原
町
四
美
地
内
の
下

呂
市
有
林
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
地
に
お
い

て「
主
伐
・
再
造
林
研
修
」を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち「
皆
伐
編
」に
つ
い
て
は
、
本

誌
の
平
成
29
年
11
月（
Ｎ
Ｏ
．
７
７
０
号
）の

普
及
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
後
実
施
し
た「
植
栽
編
」に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

座
学
で
は
講
師
か
ら
、
通
常
の
再
造
林
か

ら
保
育
に
か
か
る
経
費
と
省
力
化
を
図
っ

た
場
合
の
経
費
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
事
業
地
で
は
、
Ｃ
Ｄ
材
ま
で
搬
出

し
た
こ
と
に
よ
り
経
費
が
多
く
か
か
っ
て

お
り
、
ど
こ
ま
で
材
を
出
す
か
で
利
益
を
出

す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
現
地
研
修
で
は
、
森
林
造
成
組
合
な

ど
の
参
加
者
に
植
付
器
具
の
説
明
を
行
い
、

実
際
に
器
具
を
使
い
２
～
３
本
植
栽
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
苗
の
系

統
は
い
い
の
か
」「
獣
害
対
策
に
経
費
が
か

か
り
す
ぎ
で
は
？
」「
補
助
金
が
な
い
と
再

造
林
は
難
し
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

主
伐
時
の
経
費
を
い
か
に
減
ら
し
、
収
益

を
得
る
こ
と
で
、
植
栽
、
保
育
の
経
費
を

ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
、
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普及コーナー
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下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

■下呂農林事務所　二階 勇二

①
保
全
対
象
と
の
距
離
は
？

　

土
石
流
は
最
大
で
２
km
ほ
ど
流
下
す
る
。

扇
状
地
は
過
去
に
土
石
流
が
あ
っ
た
箇
所

で
あ
り
、
今
後
も
土
石
流
発
生
の
危
険
性
が

あ
る
。

②
山
地
の
リ
ス
ク
判
断

　

山
地
災
害
の
危
険
度
の
判
別
に
は
、
地
域

の
災
害
環
境
の
把
握（
降
雨
特
性
・
地
盤
特

性
・
災
害
履
歴
）、
法
指
定
地（
保
安
林
等
）

を
確
認
し
、
整
理
す
る
だ
け
で
も
充
分
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
傾
斜
区
分
図
・
Ｃ
Ｓ

立
体
図
を
利
用
し
て
危
険
地
域
の
把
握
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
現
地
研
修

　

地
す
べ
り
地
形
分
布
図
、
地
質
図
・
活

断
層
図
を
見
な
が
ら
断
層
地
形（
三
角
末
端

面
、
鞍
部
）、
扇
状
地
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
活
断
層
地
形
は
、
地
盤
の
破
砕
や
風
化

が
進
ん
で
い
る
、
地
下
水
が
集
ま
り
や
す
く

崩
れ
や
す
い
」な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

作
業
道
開
設
研
修
を
終
え
て

　

研
修
の
最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
受

講
者
か
ら
は「
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
危
険
度

が
把
握
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。」「
断
層

の
見
方
・
特
徴
な
ど
が
理
解
で
き
た
。」「
自

身
の
作
業
道
開
設
時
の
災
害
リ
ス
ク
に
対

す
る
意
識
が
向
上
し
た
。」な
ど
の
感
想
が

あ
り
、
大
変
好
評
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
機
に
各
事
業
体
に
お
い

て
危
険
度
を
十
分
に
検
討
し
て
着
手
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。終

わ
り
に

　

今
年
度
は
、
人
工
更
新
の
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
た
技
術
と
題
し
て
、
主
伐
・
再
造
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
地
に
お
い
て
10
月
４
日

に
研
修
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
主
伐
・
再
造
林
を
計
画
的
に
行
え

る
よ
う
、
事
業
体
等
と
協
力
し
な
が
ら
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
の
林
業
地
で
も
あ
る
当
地
域

が
、
今
後
も
永
く
林
業
を
営
む
た
め
に
、
社

会
経
済
と
防
災
を
考
え
た
木
材
生
産
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
次
世
代
の
森
林
づ
く
り
と

し
て
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
大
き
な
課
題
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

地
域
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ン
テ
ナ
苗
生
産
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成
30

年
度
に
岐
阜
県
苗
木
安
定
供
給
推
進
事
業

を
活
用
し
、
生
産
施
設
の
増
設
を
行
い
供
給

体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
く
に

は
、
森
林
所
有
者
が
再
造
林
に
積
極
的
に
取

り
組
む
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
主
伐
時（
伐
採
・
搬
出
・

造
材
）の
効
率
化
を
図
り
、
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
で
、
森
林
所
有
者
へ
の
還
元
額
を
い

か
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

取
組
３　
作
業
道
開
設
研
修

　

効
率
的
に
木
材
生
産
を
す
る
た
め
に
は
、

適
切
な
路
網
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
が
、
平

成
30
年
６
月
末
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
集

中
豪
雨
に
よ
り
、
当
管
内
で
多
く
の
山
地
災

害
が
発
生
し
、
林
道
や
作
業
道
も
被
災
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
異
常
気
象（
記
録
的
豪
雨
）が
多
数

発
生
す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
作
業
道
の
開
設
や
維
持
管
理
を
し

て
い
く
た
め
に
は
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
を
評

価
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

リ
ス
ク
管
理
を
主
な
内
容
と
し
て
林
業
事

業
体
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所
で
山
地
災

害
リ
ス
ク
の
把
握
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
臼
田
専
門
研
究
員
、
和
多
田
主
任
研
究
員

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

◆
座
学

　

次
に
林
道
へ
移
動
し
、
地
す
べ
り
地
形

で
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。「
側
方

崖
や
舌
部
で
は
湧
水
が
出
や
す
い
。
立
木

の
形
状（
幹
の
曲
り
、
立
木
の
乱
れ
・
倒
伏
）

に
よ
り
地
す
べ
り
地
形
を
判
読
で
き
る
」な

ど
の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
実
際
に
側

方
崖
に
設
置
し
た
林
道
の
路
側
ブ
ロ
ッ
ク

が
前
傾
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
面
の
浸
食
状
況
や
危
険
地
形
の

指
標
と
な
る
植
物
や
立
木
の
曲
り
な
ど
の

状
況
か
ら
判
断
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
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詳
し
い
内
容
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知
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方
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０
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０
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６
０
９
５

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　森
林
技
術・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

中
部
森
林
管
理
局
と
岐
阜
県
が
連
携
し
て

コ
ン
テ
ナ
苗
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局

　森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
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被
害
の
起
き
に
く
い
森
林
づ
く
り

　
　
針
葉
樹
人
工
林
の
冠
雪
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
適
期

に
間
伐
を
行
い
、
形
状
比
の
低
い
木
を
育
て
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
も
し
、
間
伐
が
遅
れ
て
形
状
比
が
高
い
状
態
に
あ
る

場
合
は
、
一
気
に
間
伐
す
る
と
冠
雪
害
を
誘
発
す
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
、
弱
め
の
間
伐
を
繰
り
返
す
手
当
て
が
必
要
で

す
。

　
気
象
的
に
危
険
度
が
高
い
地
域
で
は
、
特
に
適
切
な
密
度

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

し
た
も
の
）
を
用
い
て
「
ス
ギ
人
工
林
に
お
け
る
冠
雪
害
危

険
度
図
」
を
作
成
し
ま
し
た
（『
ぎ
ふ
・
ふ
ぉ
れ
ナ
ビ
』

（http://w
w
w
.pref.gifu.lg.jp./sangyo/shinrin/shinrin-

keikaku/11511/index_9948.htm
l

）
に
掲
載
中
）。

　
現
在
、
メ
ッ
シ
ュ
気
象
値
の
最
新
の
成
果
（
農
研
機
構
メ
ッ

シ
ュ
農
業
気
象
デ
ー
タ
等
）
が
新
た
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
最
近
年
ま
で
の
30
冬
期
分
の
気
象
値
を
用
い
て
、
冠

雪
害
危
険
度
図
の
再
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

（
図
）。
同
図
に
つ
い
て
は
、
危
険
度
の
過
大
評
価
、
過
小
評

価
が
な
い
よ
う
計
算
方
法
等
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る

最
中
で
あ
り
暫
定
的
な
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
の
南
西

部
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
特
に
冠
雪
害
の
危
険
度
が
高
い
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
分
の
状
態
か
ら
危
険
度
を
把
握
す
る

　
針
葉
樹
人
工
林
の
場
合
は
、
林
分
が
過
密
に
な
り
、
形
状

比
（
樹
高
÷
胸
高
直
径
）
が
高
い
状
態
だ
と
冠
雪
害
が
起
き
や

す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
県
内
の
被
害
実

態
の
把
握
や
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
成
果
等
の
高
精
度
森
林
情

報
の
活
用
を
通
し
て
、
林
分
の
状
態
か
ら
危
険
度
を
把
握
す

る
手
法
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
森
林
の
気
象
害
の
ひ
と
つ
に
「
冠
雪
害
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
枝
葉
に
付
着
し
た
雪
（
冠
雪
）
の
重
み
に
よ
っ
て
、

幹
が
折
れ
た
り
、
根
ご
と
倒
れ
た
り
す
る
被
害
で
す
。
岐
阜

県
内
で
は
、
平
成
14
年
１
月
の
大
雪
に
よ
る
被
害
を
は
じ
め
、

今
ま
で
に
何
度
も
発
生
し
、
林
業
経
営
上
の
損
失
や
、
倒
木

に
よ
る
交
通
へ
の
影
響
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
冠
雪
害
発
生
リ
ス
ク
の

高
い
場
所
を
知
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
森
林
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
森
林
研
究
所
で
は
、
気
象

条
件
や
林
分
の
状
態
か
ら
危
険
度
を
把
握
す
る
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

気
象
条
件
か
ら
危
険
度
を
把
握
す
る

　
冠
雪
害
と
気
象
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
機
関
で

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
所
で
は
、
そ
れ
ら
の
報
告
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
冠
雪
害
の
危
険
度
を
地
域
ご
と
に
地
図
上
に

表
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
危
険
度
は
、「
冠
雪
害
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
の
日
」

が
過
去
に
何
回
あ
っ
た
の
か
、
地
域
ご
と
に
推
計
、
集
計
し
、

ラ
ン
ク
分
け
す
る
こ
と
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
に
は
、
過
去
15
冬
期
分
の
メ
ッ
シ
ュ
気
象
値

（
約
１
km
四
方
の
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
の
気
温
や
降
水
量
を
整
理

森
林
研
究
所
●
久
田 

善
純

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

冠
雪
害
の
危
険
度
を
把
握
す
る

　
　
　
　
　
　
　取
組
み
に
つ
い
て
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携
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・
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タ
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八
月
二
十
一
日
（
火
）、
中
部
森
林
管

理
局
と
岐
阜
県
の
共
催
で
、
岐
阜
県
下
呂

市
の
下
呂
市
民
会
館
に
お
い
て
、「
優
良

ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
に
向
け
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
岐
阜
・
長
野
・
愛
知

県
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
者
、
林
業
事
業

体
、
行
政
担
当
者
等
約
百
十
名
の
参
加
者

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
と
岐
阜
県
で
は
、
平

成
二
十
六
年
度
か
ら
優
良
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ

ナ
苗
の
普
及
に
向
け
た
実
証
試
験
を
共
同

で
重
ね
て
き
て
お
り
、
毎
年
、
関
係
者
に

よ
る
検
討
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
十
六
年
度
は
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
体

験
、
二
十
七
年
度
は
専
用
植
栽
器
具
の
改

良
を
テ
ー
マ
に
、
二
十
八
年
度
は
植
栽
か

ら
二
年
経
過
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗
の
発
根
状

況
確
認
や
研
究
報
告
会
、
二
十
九
年
度
は

苗
木
生
産
者
に
よ
る
試
験
地
視
察
や
生
産

者
と
全
国
の
コ
ン
テ
ナ
苗
研
究
者
と
の
意

見
交
換
会
及
び
研
究
報
告
会
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
試
験
研
究
を
重
ね
て
五
年

目
に
な
る
こ
と
か
ら
、
優
良
ヒ
ノ
キ
コ
ン

テ
ナ
苗
の
開
発
と
普
及
を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
総
合
研
究
所
の
宇
都
木
玄
研
究
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
「
全
国
的
な
コ
ン
テ
ナ
苗

研
究
の
最
新
の
動
向
」
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
森
林
研
究
所
の
茂
木
靖
和
主
任
専
門
研

究
員
か
ら
「
低
コ
ス
ト
再
造
林
を
推
進
す

る
た
め
の
岐
阜
県
に
あ
っ
た
ヒ
ノ
キ
苗
の

開
発
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
低

コ
ス
ト
再
造
林
に
求
め
ら
れ
る
ヒ
ノ
キ
コ

ン
テ
ナ
苗
」
と
題
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
宇
都
木
氏
に
お
願
い
し
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
は
、
川
戸
英
騎
氏
（
中
部
森
林
管

理
局
森
林
整
備
部
長
）、石
田
尚
孝
氏
（
岐

阜
県
林
政
部
森
林
整
備
課
技
術
課
長
補

佐
）、
茂
木
氏
（
岐
阜
県
森
林
研
究
所
主

任
専
門
研
究
員
）、
牧
野
義
則
氏
（
有
限

会
社
つ
け
ち
創
工
社
代
表
取
締
役
）、
山

本
太
一
氏
（
中
津
樹
苗
生
産
者
）
を
迎
え

て
行
い
ま
し
た
。

 　
「
コ
ン
テ
ナ
苗
を
作
る
側
、
植
え
る
側

に
よ
る
現
場
の
意
見
や
行
政
の
意
見
」、

「
今
後
の
再
造
林
に
求
め
ら
れ
る
ヒ
ノ
キ

コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
の
意
見
」
の
交
換

が
行
わ
れ
、
よ
り
優
れ
た
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ

ナ
苗
の
開
発
に
向
け
て
各
方
面
の
有
識
者

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

基調講演（宇都木氏）

パネルディスカッション
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【治山課　木田 卓也】

第５４回　関東・中部地区治山林道研究発表会が開催されました

　去る平成３０年８月２４日、神奈川県横浜市のはまぎんホールヴィアマーレにおいて、第５４回関東・中部地区治山林道研究発表会が開
催され、福島県を除く関東森林管理局と中部森林管理局管内の治山、林道事業を担当する国、県の職員、民間企業の技術者約240名が
参加しました。
　治山研究会及び林道研究会は、会員相互の技術研鑽を目的としており、日常業務の中で課題を見つけて調査研究した治山１０題、林道
４題の計１４題の発表がありました。このうち、本県も取り組んでいる、航空レーザー測量やドローンを活用した事例の発表が多くみられ
ました。
　本県からは、治山１題、林道１題について、日頃の業務で課題となった研究成果の発表を行いました。
　本会は１都１６県の持ち回りとなっており、次回は愛知県で開催されます。

「既設谷止工の機能回復について」
治山部門　郡上農林事務所　岡本技師の発表

「林道事業における航空レーザデータの活用に関する一考察」
林道部門　西濃農林事務所　川村係長の発表

 保安林における制限

　森林には、木材を供給するだけでなく、豊かな水を育み、洪水や土砂災害を防ぎ、保健・休養の場を提供するなどの機能がありま
す。このような機能を特に発揮させたい森林を「保安林」として指定しています。
　保安林においては、森林の機能を維持増進するために、治山事業による森林整備、高率の補助制度の適用がある一方、伐採の制
限や伐採後の植栽の義務、森林内での様々な作業行為についての制限が課せられます。また、税制上の優遇措置がされています。
　今回は、立木の伐採の制限について説明します。

～立木の伐採の制限～
必ず事前の手続きが必要です

手   続   期   間

－　

伐採を開始する日の30日前までに申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

皆伐限度面積の公表の日（年４回）から30日以内に申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

提 出 先

－

県農林事務所

県農林事務所

県農林事務所

市町村

手 続 き 方 法

伐採は禁止

天然林は許可が必要

人工林は届出が必要

許可が必要

届出が必要

⑴ 主伐（択伐・皆伐）は、市町村森林整備計画で定める標準伐期齢に満たない立木は伐採できません。
⑵ 皆伐の、皆伐限度面積の公表の日は、２月１日、６月１日、９月１日、１２月１日（土日を除く。）の年４回です。
⑶ 間伐は、樹冠疎密度（林地面積に対する立木の樹冠投影面積との比率）が８０％に達していない森林では行うことは

できません。

伐採方法

禁　　伐

間　　伐

皆　伐

択　伐
主　伐

注意事項

保安林とは

伐採の制限について

伐採をする場合は、許可又は届出など事前の手続が必要です。詳細は、各県農林事務所にお問い合わせください。

【治山課　長谷部 達也】
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12月号
予定

12月1日発行イベント情報

わがまちの森林・環境行政（24）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（160）
●山のおじゃまむし（329）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（72）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（70）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　我が家の庭に植えているヤマボウシが、綺麗に色付くことなく落葉して

しまいました。

　夏の長雨や台風、４０度近くの酷暑日が続くなど、人にとっても樹木に

とっても厳しい夏だったかもしれません。最近は朝晩もめっきり涼しくなり、秋を感じ

る栗を美味しくいただきながら、過ごしやすくなってきたと感じています。

　先日、美濃加茂市内にある「めぐる、つながる、里山体験　ぎふ清流里山公園」に家

族と一緒に出掛け、せんべい焼き、謎解きゲームなどいろいろな体験をして楽しんでき

ました。これからも、県内各地で開催される様々なイベントに積極的に参加したいと思

います。
「森林のたより」編集委員　山田 真一

森林・林業関係イベントカレンダー（11～1月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

 森林文化センター 
（岐阜市六条江東2-5-6）

 森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

 森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

学科　伊自良中央公園（山県市大門912-1） 
実技　ぎふ農協　旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

フォークリフト
運転技能講習

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

木材加工用機械
作業主任者
技能講習

造林作業の
指揮者等
安全衛生教育

リスクアセスメント
担当者安全衛生教育

11月13日㈫～
11月16日㈮

12月3日㈪

1月11日㈮

1月16日㈬～
1月17日㈭

1月22日㈫～
1月23日㈬

自動車普通運転
免許所持者

【受講資格者】

林業団体と県議会議員との懇話会を開催しました
　県下の林業５団体（（公社）岐阜県山林協会、岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会、(一社)岐阜県林業経
営者協会、（一社）岐阜県森林施業協会）は、毎年、岐阜県議会林業活性化促進議員連盟会長の早川捷也県議会議員に、
ご指導・ご協力を頂き、岐阜県議会議員の方々に、岐阜県の森林・林業・木材産業の現状と課題及び予算確保や新たな施
策の要望・提案を行う「林業団体と県議会議員との懇話会」を開催しています。

　今年も、平成３０年９月２０日（木）に、岐阜県議会第１会議室で開催
しました。議員活動、公務ご多忙の中、３３名の県議会議員の皆様に、
また、高井林政部長を始め１１名の県幹部の方々にご出席頂きました。
懇話会では、各団体からそれぞれの抱える課題、その解決のための予
算の確保、新たな施策の提案・要望を行い、県議会議員の方々からは
提案・要望内容について詳しい説明が求められるなど活発な議論が行
われました。また、高井林政部長から要望・提案に対する回答、現在林
政部の取り組んでいる主要施策について情報提供が行われる等、有意
義な懇話会となりました。　

県議会議員の方々に提案・要望を説明する林業団体 【山林協会　瀬上 繁隆】

●講習時間：1日目　学科　 8:30～16:30
　　　　　　　学科試験　16:30～17:30
　　 2～4日　実技・試験　 8:00～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：学科　 9:20～15:30
　　　　　  実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：8:50～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,000円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：16日～17日　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,280円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：22日（林業）　9:20～16:30　　　
　　　　　  23日（製造業） 9:20～16:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：11,800円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 9月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

317

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（9月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

61,000

61,000

→

→

→

→

→

→

↑

↑

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　全体的に、価格がやや上向き、良質材への入札は活発。スギ並材太物
（50ｃｍ上～）3ｍ需要があり伐採を予定される場合、一報ください。ヒノ
キ2ｍ元曲がりは売りづらく、造材の再検討。袴無、矢高5ｃｍ以内が有
利。製紙パルプ向け広葉樹原木は納材規格変更があり、共販所担当者
に連絡ください。（岐阜）

　価格は上向き良材の応札が活発、マツ、ヒメコは相変わらずに売りづ
らい。広葉樹の問い合わせが多くなってきている。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ、３ｍ、４ｍ、
６ｍは応札も多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ば
い、６ｍ（16～20cm）は価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良
材は応札も多くやや高値、二番玉並材３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ば
い。枝虫材等、欠点材は売りにくい。造材（玉切り）は、元株の処理・余尺
及び段切り・斜め切り等ないよう出材をお願いします。（東濃）

全般的に横ばいで推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

2,000

2,630

住宅を長期的にかつ有効に利用するために考えられた手法で、構造（スケルト
ン）と内装・設備（インフィル）を分離することで、家族構成やライフスタイル
の変化に応じて間取りを変更しやすいように工夫された住宅。

スケルトン・インフィル住宅（SI住宅）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1671回

10月2日

10月3日

10月4日

岐
阜
共
販
所

第1247回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

26,000
－
－

52,000
－
－

52,000
－
－
－

23,000
－
－

101,000
－
－
－
－
－

22,000
22,000
13,400
15,000
15,000
22,500
19,900

290,000
－

26,000
55,000

160,000
－
－

12,500
11,700
13,800
13,000
12,000
13,000
17,200
15,300
17,500
18,000
16,000
23,000
12,000
11,500
11,000
18,000
17,000
16,000
24,000
9,000
9,000

12,000
13,000
13,000
19,000
12,900
13,000
13,600
17,600
14,900
18,500
9,000

15,700
20,000
27,000
7,000
9,000

第1579回

東
濃
共
販
所
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